
ミュージアム都留では、「まるごと博物館つる」において「まちかど博物館」に認定
された資料を展示する『私の博物館展』を6月19日（日）まで開催しています。
先月号に引き続き、展示資料の紹介をします。
宮井寛二氏所蔵の「十二支コレクション」は、今年の干支である「酉（とり）」に重点

をおいて所蔵品を展示しています。掛軸のほか、銅製・木製・陶器・竹製などさま
ざまな素材によって作られた十二支のコレクションを楽しめます。
奥脇光弘氏の「龍コレクション」では、30年間にもおよぶ収集活動の集大成ともい

える内容で、コレクション第1号のきびから細工から最新の2440号のドラゴン刺繍ジ
ャージの中から幅広いジャンルものを紹介しています。
奥隆行氏の「中国民芸品コレクション」では、中国の地方によって作風・彩色が異

なる泥人形や、中国の文化遺産のレプリカ、ユニークな形状や装飾をもつ急須など
多数の見ごたえのある資料が揃っています。
福田正人氏が所蔵している「福田俊秀の彫刻道具一式」（都留市指定有形文化財）は、

市内の寺社に現在もみられる彫刻作品の製作に関わった貴重な資料です。今回は「狛
犬」（旧・田原滝下不動尊安置）と「恵比寿大黒像」（福田家蔵）といった彫刻作品も展示
されており、その細密な技巧を堪能していただけます。
個人のコレクションの奥深さ、都留市の歴史・文化に親しむことのできる『私の博

物館展』をぜひこの機会にご覧ください。

6月19日（日）まで
午前9時～午後4時30分（入館は4時まで）
一般　　　　300円（210円）
高・大学生　200円（140円）
小・中学生　100円（70円）
（ ）内は20名以上の団体料金です。
月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館し翌
日が休館）・第三火曜日・祝祭日の翌日

※増田誠美術館と共通券です。

都留市博物館「ミュージアム都留」 （45）8008
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